
桐生市議会は、いちばん身近な頼れる議会を目指して議会機能の充実強化に努めます。

祝！議会改革度調査2019ランキング
総合全国第4位！機能強化部門全国第1位！

令和2年第 2回定例会は、5月28日（木）に招集され、
６月18日（木）までの22日間の会期で開かれました。◆次回定例会の開催予定は…

8月26日（水）です。
　市議会だよりは、紙面の都合で
発言の一部（要旨）を掲載してい
ます。詳しくは、図書館で会議録
をご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホームペ
ージからでもご覧いただけます。

○新型コロナウイルス感染拡大防止対策
○議会改革度ランキング
○総務委員会で政策提言書を提出
○令和元年度政務活動費収支報告書
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に負けるな！

新型コロナウイルス感染拡大防止に
配慮した議会運営を実施

with コロナ

　桐生市議会では、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した議会
運営について、各派代表者会議をはじめ、議会運営委員会において協
議を重ね、第２回定例会においては以下のとおり実施いたしました。

　そのほか、会議時間短縮のため本会議前に開催している全員協議会については委員長報告を書面で
配付し、本会議においては議案等説明を省略いたしました。
　また、少しでも３密の状態を回避したいとのことから、一般質問についても議長から時間短縮の協力
要請があり、それを受け各会派で調整した結果、５人の議員が行いました。
　そのため、当初23日間であった会期は22日間となり、１日間短縮されました。
　市民の皆様には一般傍聴をご遠慮いただくなどご迷惑をおかけいたしますが、今後も「いちばん身近
な頼れる議会」を目指して取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

議員及び当局職員等の
座席の間隔を空けて対応

議場等の扉類について、
換気を兼ねて開放

議員及び当局職員等の
マスクの着用並びにマ
スクを着用したままの
発言を許可
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新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を提出
　各常任委員会において協議をし、議長が取りまとめ、桐生市長に要望書を提出しました。要望書の内容は下記のとおりです。

　新型コロナウイルス感染症が世界各地に拡大し、日本全国に緊急事態宣言も発出され、事態の収束が未だに見えない中で市民
及び事業者は様々な抑制や自粛を強いられています。
　本市においても、対策本部を立ち上げ迅速かつ的確に対策を講じていただいているところでありますが、感染拡大を防止し、
市民の生命と健康を守り、一日も早く安全・安心な市民生活を取り戻すためには、今後も様々な観点からの支援や施策に取り組
む必要があると考えます。
　つきましては、市民の声や各種団体のご意見、ご要望等を踏まえ各常任委員会において、市民の生命と健康、生活を守るため
に何をすべきかを議論し、別紙のとおりとりまとめましたので適切な対応を講じられるよう要望いたします。
※紙面の都合により、かがみ文は 5月 13 日に提出したものを掲載しています。

Ⅰ　総務委員会
１. 広報活動について
〇広報車や防災無線を活用した、外出自粛、感染症情報、協力謝礼、市長メッセージなどの広報活動を、感染症が終息するまで継続
〇桐生市ホームページの情報の充実（テーマ別の表示など、情報提供方法の工夫）
〇問合せ窓口への誘導を図るため、国、県、市、社会福祉協議会等の支援策（給付、貸付け、猶予等）についてわかりやすくま
　とめたチラシの作成及び配布
〇各種公共料金や納税項目に対する支払い猶予について、対象項目の取りまとめ及び周知の徹底
２. 風評被害対策について
〇風評被害についての調査を実施
〇風評被害にあった方への支援策の検討
３. 庁舎での対応について
〇来庁者に対する非接触検温器を用いた検温の実施
〇３密対策の徹底
４. 市税等について
〇新型コロナウイルス感染症の影響で納付が困難となった納税者等に対して、各種市税等についての緩和措置を実施
〇ふるさと納税への市内産業応援項目の追加
５. 雇用の確保について
〇新型コロナウイルス感染拡大の影響で内定取り消しを受けた学生に加え、離職を余儀なくされた方々に対して
　も会計年度任用職員への任用を拡大
６. 給付金等について
〇特別定額給付金や子育て世帯への臨時特別給付金の速やかな給付
〇市民一人ひとりが感染症拡大防止に対して協力をしてくれていることを踏まえ、協力金等の市独自の支援策を検討
７. 災害時の対応について
〇複合災害の発生や避難の長期化を見据えた避難所の確保
〇避難所での感染症拡大を防止するため、3密対策の徹底や、感染症に対応した避難所の確保

総 務 委 員 会

Ⅱ　経済建設委員会
〇地域内通貨（プレミアム付き商品券など）の発行と配布による地元経済への環流策の強化
〇花卉関連業者への経済支援（売上激減に伴い）
〇酪農業者（牛乳消費減への対応等）への経済支援
〇和牛生産者への経済支援
〇国・県と並行した市独自の休業補償の推進
〇タクシーを活用したデリバリー事業に対する補助
〇市独自の金融制度の創設
〇出前対応が出来ない飲食店の需要とアルバイトが無くなってしまっている学生等の収入源確保をつなぐ取り組みの策定
〇桐生市の利子補給制度に関し、創業一年未満の事業所を対象とする創業者への支援
〇固定資産税等相当額の補助（固定資産税等額補助）
〇持続化給付金、雇用調整助成金等の申請に際する専門家への依頼費用の補助
〇雇用調整助成金を短期に手元に届けるための一定割合の前倒し貸付
〇雇用調整助成金の補助対象外分を補完
〇経営難に直面する小規模事業者への休業補償
〇事業継続のための事務所家賃や事業用機械器具のリース代など固定費の補助
〇持続化給付金、雇用調整助成金の引き上げ
〇個人事業、中小企業に対する経済的支援（国・県）の案内の明確化（一覧表・フローチャートの作成）
〇市の融資制度相談、つなぎ融資の拡充、雇用調整補助金情報の提供
〇中小企業診断士によるカウンセリング、各種申請手続きの相談等の実施
〇個人事業、中小企業へのテレワーク導入に関する支援
〇事業者支援策のまとめサイトの開設
〇経営相談に対する総合窓口の設置と支援体制の周知
〇観光事業で売上激減の影響を受けている事業者の支援

経済建設委員会

か き

（令和2年5月13日提出）

（令和2年5月13日提出）

総務委員会・経済建設委員会の
要望書を提出する様子
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Ⅲ　教育民生委員会
１. 医療提供体制の整備等について
〇医療従事者への支援金 ( 風評被害による退職・休職防止支援含む )
〇マスクや防護服、フェイスガードなどの医療資材の確保に努めること
〇発熱外来及び PCRセンターの早期設置
〇オンライン診療化の実現に向けたインフラ整備の支援
２. 感染拡大の防止等について
〇サージカルマスクや消毒液の、医療・介護現場、妊婦への配布
〇桐生市斎場職員への感染症罹患予防対策の強化
〇桐生市斎場職員や葬祭業者、遺族への感染予防の観点において、肺炎を死因とする全ての方に対して PCR検査を実施する
〇感染症リスクが疑われる一般ゴミ（マスク等）の廃棄マナーに関する啓発の強化
〇ごみ収集従事者への感染症罹患予防対策の強化
〇院内・施設内感染予防対策への支援（特に透析患者等を受け入れている病院など）
〇軽症者や無症状者の受入れ公共・民間施設のリストアップとガイドライン策定
〇妊娠中の医師、看護師等の感染防止のための休暇取得への配慮
〇桐生厚生総合病院の院内感染防止対策の強化
３. 住民生活の維持について
①心身の健康と安全・安心の確保について
〇DV被害の防止に向けた注意喚起・DV被害者の一時的な避難場所の確保
〇乳幼児健診の中止の代替措置の検討
〇おたふくや風疹など、他予防ワクチンの接種を現状見合わせている方々への代替機会の提供
〇精神保健福祉士等の専門家による市民向け健康相談の窓口の設置
〇詐欺被害の防止に向けた注意喚起
〇感染者大量発生時を想定したシミュレーションの研究
〇市民窓口のスムースな対応、混雑（３密）回避策の徹底
②日常生活の維持について
〇介護・保育系など、最前線従事者への支援金給付 ( 風評被害による退職・休職防止支援含む )
〇掲示板や回覧板を用いた、市から市民への喚起情報のより一層の周知徹底
〇ひとり暮らし高齢者のケア、孤独死の防止に向けた見守り対策の強化 ( 共同調理場活用、給食センター連携でのひとり暮らし高齢者宅
　への給食配布 )
〇市内外から今後、より多くの対応が予測される斎場の人的対応を含めた支援検討
〇フードバンクの拡充
〇フードバンク事業の柔軟的な運用（配布基準緩和）
〇新型コロナウイルス感染者や医療・福祉関係者、及びその家族への偏見や差別・いやがらせ等への防止策の徹底
〇臨時休校に伴う家庭学習の支援として、教育現場における ICT化の前倒し、オンライン授業化の早期実現（黒保根地区におけるオン
　ラインの先行実施）
〇学校給食を含む食材ロスへの対応、給食納入業者への支援策
〇幼・保・小・中における各種取組情報・課題の共有、協力体制構築の促進
〇ひとり親世帯への支援として児童扶養手当への加算
〇一斉臨時休校に伴う就学援助認定者の準要保護児童・生徒世帯への学校給食費実費相当額の支給
〇子どもたちに対する良質な情報提供の強化（既取組みの動画配信事業と併せ、文化・芸術・読書・健康づくり分野など）
〇東部児童相談所の児童虐待相談対応の強化
〇虐待防止に向けた、子どもの見守り強化（既存の取組と、オムツ・食品などを届けることによる「会うインセンティブ」提供の仕組み
　を組み合わせた、アウトリーチによる見守りの強化）
〇新型コロナウイルス感染症拡大の影響で一定程度収入が減少した方々を対象とした、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保
　険料の減免措置
〇生活困窮者対策における社会福祉協議会との連携強化（ワンストップ窓口の設置）
〇学校給食食材提供事業者に対する食材費等の損失補償
〇桐生市から巣立った学生、桐生市に来てくれている学生への応援施策（困難な状況下で奮闘する学生に対し、桐生市特産品の詰め合わ
　せ（黒保根産のお米、桐生市の繊維関連企業が開発したマスクなど）を送付）
〇保育・学校・医療・保健分野における人材バンクの創設（大学（院）生・退職した保育士・教員・保健師・看護師・介護士等、資格や
　経験を有する方々の人材を発揮できるような仕組みの構築）
〇教員の増員（教員OBや休校中の大学生の活用）
〇学校再開後の教育課程の過密化防止対策の強化
〇いじめ防止対策の支援
〇桐生市奨学資金制度の返還に関する猶予、延滞金付加に対する配慮

教育民生委員会

〇ふるさと納税やクラウドファンディングと連携しての「感染症基金」の創設
〇オンラインでのテイクアウト、デリバリーサービスの支援
〇新型コロナウイルス感染症の影響を乗越えるために新規事業に取り組む企業・団体への支援
〇産業、金融界において近隣市と差がでないような支援体制の連携
〇ウイルス等災害発生時の経済的支援体制の対応と指針の作成
〇在宅勤務者並びに実施企業への対応
〇立地条件の良い市有地を解放する等によるテイクアウト市場の創設
〇外食産業 「先払い」チケットの導入
〇上下水道の減免　
〇既住債務返済に係る猶予、条件変更に柔軟に対応するよう金融機関への要請
〇群馬県への「新型コロナウイルス対策実施店舗認証制度」の要望（かなわなければ、桐生市独自制度の創設）

教育民生委員会の要望書を提出する様子

（令和2年5月15日提出。なお、かがみ文はホームページに掲載しています。）
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議会改革度調査2019において、
機能強化部門にて全国1位になりました。
　全国の地方議会の議会改革度を調査する早稲田大学マニフェ
スト研究所の「議会改革度調査 2019」において、桐生市議会
は機能強化部門で全国第１位、総合で全国第４位という大変高
い評価をいただきました。
　この調査は、全国の都道府県議会や市区町村議会を対象に、
2019年１月から12月までの１年間の議会改革について、早稲
田大学マニフェスト研究所が全国1,788議会を調査し、回答し
た1,433議会をランキング形式にて公表したものです。この調
査の趣旨は、全国の議会で議会改革がどのような状況・傾向に
あるのか確認の指標とすること、また議会自身が改革度を数値
で把握することにより自己評価や改善を行うことです。この調
査では、議会が果たすべき役割として、「情報共有」、「住民参画」、「機能強化」の３つの柱として、それぞ
れの改革度合を数値化し、ランキング化しています。
　今回の調査で、桐生市議会は、委員会調査活動を充実することで、政策的条例の新規制定や見直し改正に
繋げているほか、委員会及び議会全体の活動や議会基本条例の評価・検証など、あらゆる場面で「議会ＰＤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＡサイクル」を意識している点が評価されました。調査対象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間において、桐生市議会は新規条例として「持続可能な開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標（SDGｓ）を桐生市のまちづくりに生かす条例」と「議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の議決すべき事件を定める条例」の制定、政策提言書として「繊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　維産業の事業承継に関する提言書」の作成、議会改革に特化し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た「議会改革調査特別委員会」の設置など「機能強化」に係る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動が充実したほか、「情報共有」では各種 SNSを活用した議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会情報の発信、「住民参画」では桐生市議会基本条例に基づいた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「議会モニター制度」の正式な導入や高校生との「まちづくり討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論会」の開催など、身近な頼れる市議会を目指して議会改革に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組んできました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回、桐生市議会の議会改革が全国的に高く評価されたこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は大変光栄なことでありますが、ランキングの順位にとらわれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることなく、今後も市民の皆様のための議会として、桐生市議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会一丸となって、日々、努力していきたいと思います。

政策的条例の制定に向けて協議する総務委員会

高校生とのまちづくり討論会

情報共有

順　　位 議　　会　　名

１ 位

２ 位

３ 位

４ 位

５ 位

６ 位

７ 位

８ 位

９ 位

10位

兵庫県　西脇市議会

北海道　芽室町議会

東京都　町田市議会

群馬県　桐生市議会

東京都　多摩市議会

三重県　四日市市議会

大阪府　堺市議会

北海道　福島町議会

岩手県　奥州市議会

石川県　加賀市議会

31位

住民参画

27位

機能強化

1位

「議会改革度調査2019」分野別ランキング

「議会改革度調査2019」総合ランキング TOP10

桐生市議会

調査：早稲田大学マニフェスト研究所　議会改革調査部会
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集

　
　
　
　

ど
の
ご
家
庭
で
も

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が

活
用
で
き
る
環
境
を
し
っ
か

り
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
家
庭
に
イ
ン
タ
ー

　
　
　
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い

児
童
生
徒
も
平
等
に
授
業
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
に
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
様

々
な
選
択
肢
の
中
で
現
在
研

究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、「
全
て
の
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
保
障
で
き
る
環
境

づ
く
り
」
と
い
う
観
点
か

ら
早
め
に
方
向
性
を
固
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

へ
の
取
組

教
育
現
場
へ
の

人
的
支
援

市
独
自
の
給
付
金

制
度
の
創
設

質
問

　
　
　
　

教
育
現
場
に
お

　
　
　

け
る
人
的
支
援
を

早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

積
極
的
に
幅
広
い
人
材
の

確
保
に
動
く
べ
き
で
は
な

質
問

答
弁

　
　
　
　
教
育
委
員
会
と
し

　
　
　
て
は
、
今
後
の
各
学

校
の
状
況
を
把
握
し
、
ど
の

よ
う
な
人
材
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、

様
々
な
形
で
の
人
材
活
用
を

視
野
に
、
積
極
的
に
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。

答
弁

　
　
　
　

総
体
的
に
地
元
産

　
　
　

業
界
を
支
え
る
た
め
、

持
続
化
給
付
金
の
対
象
で
は

な
い
が
、
売
上
減
が
続
き
、

深
刻
な
状
況
に
あ
る
事
業
者

に
対
し
、
市
独
自
の
給
付
金

制
度
の
創
設
が
必
要
で
は
。

質
問

　
　
　
　
国
の
第
2
次
補
正

　
　
　
予
算
の
状
況
な
ど
を

見
定
め
な
が
ら
、
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
。

答
弁

　
　
　
　

企
業
へ
の
感
染
拡

　
　
　

大
防
止
協
力
金
（
５

万
円
）
の
市
内
居
住
要
件
の

緩
和
な
ど
を
求
め
る
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
今
後
の
支
援

策
の
展
開
に
お
い
て
、
生
活

圏
を
共
に
す
る
み
ど
り
市
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
桐
生

市
に
お
け
る
今
後
の
見
解
は
。

感
染
症
の
影
響
に

対
す
る
支
援
策

避
難
所
に
お
け
る

感
染
症
対
策

質
問

　
　
　
　

避
難
所
に
お
け
る

　
　
　

感
染
症
対
策
と
し
て
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
資
材

を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
備
蓄
は
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

避
難
所
で
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
等
の
設
置
を
想
定
し
た
訓

練
等
を
今
後
行
っ
て
い
く
予

定
が
あ
る
の
か
。

質
問

市
の
状
況
や
地
域
の
事
情
等

を
勘
案
し
な
が
ら
行
え
る
連

携
支
援
策
等
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
　
　
　
各
市
に
お
け
る
施

　
　
　
策
に
お
い
て
は
、
市

勢
規
模
の
違
い
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
状
況
の
差
が
あ
る
。
他

答
弁

　
　
　
　
大
規
模
地
震
等
が

　
　
　
発
生
し
た
場
合
、
災

害
時
の
応
援
協
定
に
基
づ
き

市
内
の
段
ボ
ー
ル
製
造
会
社

か
ら
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
を

　
各
避
難
所
に
配
送
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
最

　
低
限
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
等
の
資
材
を
確
保
す
る
こ

　
と
は
必
要
と
考
え
て
い
る

　
の
で
保
管
場
所
等
に
つ
い

　
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
等
の
組
み
立
て
実
習
を
訓

　
練
に
取
り
入
れ
、
自
主
防

　
災
会
や
自
治
会
等
と
連
携

　
し
て
地
域
防
災
力
の
向
上

　
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

答
弁

一 般 質 問
　今期定例会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、議長から時間短縮の協力要請が
あり、各会派で調整した結果、6 月18日（木）に、5 人の議員が一般質問を行い、市政に関
する問題について、市当局の見解を求めました。

※氏名の下のカッコ内は所属会派名

い
か
。

パーティション

山之内　　　肇
（公明クラブ）

インターネット環境がある家庭

久保田　裕　一
（そうぞう未来）
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
　
集

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
　
ル
ス
に
よ
り
様
々
な

影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者

の
生
業
を
守
る
観
点
で
、
家

賃
補
助
や
国
保
税
、
介
護
保

険
料
な
ど
の
市
税
等
の
減
免

に
よ
る
支
援
政
策
の
実
施
が

必
要
と
考
え
る
が
、
当
局
の

見
解
は
。

中
小
零
細
事
業
者

へ
の
支
援

生
活
保
護
の

窓
口
対
応

質
問

　
　
　
　
窓
口
対
応
で
十

　
　
　
分
な
制
度
の
仕
組

み
が
説
明
さ
れ
て
な
い
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

生
活
保
護
を
申
請
さ
れ
る

人
に
寄
り
添
っ
た
対
応
、

丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
た

質
問

　
　
　
　
窓
口
対
応
で
の
説

　
　
　
明
の
仕
方
や
説
明
内

容
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
当
局
の
見
解

は
。 質

問

　
　
　
　

生
活
保
護
の
相
談

　
　
　

窓
口
で
は
相
談
者
の

自
立
し
た
生
活
の
確
立
を
目

指
し
、
生
活
保
護
法
の
趣
旨

に
基
づ
い
て
、
個
別
的
事
情

を
確
認
し
な
が
ら
ご
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
十
分

に
時
間
を
か
け
て
懇
切
丁
寧

に
対
応
し
て
い
る
。

答
弁

　
　
　
　

査
察
指
導
員
2
名

　
　
　

の
配
置
に
よ
り
、
常

日
頃
か
ら
窓
口
対
応
や
電
話

応
対
、
ま
た
各
問
題
へ
の
対

応
を
組
織
的
に
検
討
す
る
中

で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
　

ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
減
収
と
な
っ
た
事
業
者

に
対
し
て
は
、
対
策
本
部
会

議
で
検
討
し
、
国
の
2
次
補

正
予
算
の
状
況
を
見
な
が

ら
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

答
弁

　
　
　
　
感
染
の
広
が
り
を

　
　
　
把
握
す
る
抗
体
検
査

を
市
と
し
て
実
施
す
る
考
え

は
。

　
　
　
　

抗
体
検
査
は
血
液

　
　
　

採
取
に
よ
る
検
査
の

た
め
鼻
か
ら
検
体
を
採
取
す

る
P
C
R
検
査
と
比
較
し
て

飛
沫
感
染
リ
ス
ク
が
少
な
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
抗
体

有
り
の
場
合
、
現
状
で
は
P

C
R
検
査
が
必
要
と
な
り
、

抗
体
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て

も
再
度
感
染
し
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
ま
た
、
検
査
後
の

質
問

　
　
　
　
学
校
再
開
に
当
た

　
　
　
り
、
教
職
員
な
ど
の

増
員
と
負
担
軽
減
に
つ
い
て
。

質
問　

　
　
　
人
的
支
援
を
国

　
　
　
に
要
求
す
る
考
え

は
。質問

対
応
に
つ
い
て
国
等
か
ら
明

確
な
指
示
が
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
今
後
の
国
の
動
向

や
情
報
を
収
集
し
有
用
性
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

　
　
　
　

再
開
後
の
学
校
現

　
　
　

場
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
児

童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
、
限
ら

れ
た
期
間
で
の
学
力
の
保
障

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
教
職
員

が
元
気
で
児
童
生
徒
が
楽
し

く
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
学
校
へ
の
人
的
支

援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答
弁

　
　
　
　

今
年
度
市
内
の

　
　
　

小
中
学
校
に
計　

名
の
教
育
活
動
支
援
員
を

配
置
し
学
級
や
学
年
を
複

数
の
小
集
団
に
分
け
て
少

人
数
指
導
が
行
え
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。
学
級
編

制
基
準
や
教
職
員
定
数
の

改
善
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
国
や
県
へ
要
望
し
て
い

き
た
い
。

答
弁

抗
体
検
査
の
実
施

教
職
員
な
ど
の

増
員
と
負
担
軽
減

だ
き
た
い
が
、
当
局
の
見
解

は
。

　
　
　
　
家
庭
の
事
情
で
十

　
　
　
分
な
学
習
環
境
を
得

ら
れ
な
い
子
ど
も
が
い
る
一

方
で
進
学
塾
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

休
校
期
間
が
予

想
以
上
に
長
引

き
、
学
習
の
遅

れ
や
学
力
の
差

な
ど
、
子
ど
も

の
教
育
格
差
は

ま
す
ま
す
広
が

っ
て
い
る
。
今

後
、
学
び
の
保

障
と
学
力
の
確

保
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く

の
か
。
ま
た
、

授
業
日
の
確
保

に
つ
い
て
、
県

内
他
市
の
状
況
は
。

長
期
間
休
校
へ
の

対
応

質
問

　
　
　
　

年
度
初
め
か
ら
臨

　
　
　

時
休
業
期
間
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
の

遅
れ
に
つ
い
て
は
、
夏
季
休

業
期
間
を
8
日
、
冬
季
休
業

期
間
を
1
日
短
縮
し
振
替
授

業
を
行
う
こ
と
や
、
学
校
行

答
弁

事
の
縮
小
等
に
伴
っ
て
生
ま

れ
る
時
間
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
県
教
育
委
員
会
が
作

成
し
た
例
を
参
考
に
指
導
計

画
の
精
選
を
行
う
こ
と
で
、

ス
タ
ー
ト
の
遅
れ
を
取
り
戻

す
取
り
組
み
を
行
う
。
年
間

の
授
業
日
数
で
比
較
す
れ
ば
、

1
8
0
日
前
後
で
、
県
内
他

市
町
村
と
ほ
ぼ
同
様
に
な
り
、

今
年
度
指
導
す
べ
き
内
容
は

今
年
度
中
に
指
導
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　

学
力
の
差

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

は
、
6
月

　
　
　
　
　
　
　

第
1
週
・

　
　
　
　
　
　
　

第
2
週
の

　
　
　
　
　
　
　

慣
ら
し
期

　
　
　
　
　
　
　

間
で
、
臨

　
　
　
　
　
　
　

時
休
業
中

　
　
　
　
　
　
　

の
課
題
を

　
　
　
　
　
　
　

回
収
し
、

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　

組
み
状
況

　
　
　
　
　
　
　

を
確
認
し

　
　
　
　
　
　
　

た
り
、
課

　
　
　
　
　
　
　

題
を
活
用

し
た
授
業
を
行
う
際
に
、
児

童
・
生
徒
の
様
子
を
観
察
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
一
人
一

人
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、

今
後
授
業
に
お
け
る
補
充
や
、

必
要
に
応
じ
た
個
別
の
支
援

を
行
う
こ
と
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

35

桐生市役所

関　口　直　久
（日本共産党議員団）

河原井　　始
（クラブ21）

元気に遊ぶ児童

授業中の風景

渡　辺　　　恒
（日本共産党議員団）
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

特
　
　
　
集

周
　
藤
　
雅
　
彦

福
　
島
　
賢
　
一

河
原
井
　
　
　
始

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

北
　
川
　
久
　
人

佐
　
藤
　
光
　
好

佐
　
藤
　
幸
　
雄

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

田
　
島
　
忠
　
一

辻
　
　
　
正
　
男

久
保
田
　
裕
　
一

近
　
藤
　
芽
　
衣

人
　
見
　
武
　
男

園
　
田
　
基
　
博

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

工
　
藤
　
英
　
人

石
　
渡
　
宏
　
明

議案番号・議案

議　員　氏　名

結　　果

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

市長、副市長及び教育長の給料の特例に関する条例案

桐生市手数料条例の一部を改正する条例案

桐生市固定資産評価審査委員会条例の一部を改
正する条例案

財産取得（消防緊急通信指令システムコンピュ
ーター機器）について

財産取得（出動車両運用管理装置システム車両
運用端末）について

財産取得（高規格救急自動車及び高度救命処置
用資機材）について

財産取得（消防ポンプ自動車）について

財産取得（分団用消防ポンプ自動車）について

桐生市国民健康保険条例の一部を改正する条例案

桐生市介護保険条例の一部を改正する条例案

財産取得（陸上競技場地内国有地）について

財産取得（学校給食中央共同調理場厨房機器）
について

令和2年度桐生市一般会計補正予算（第3号）

令和2年度桐生市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第1号）

令和2年度桐生市介護保険事業特別会計補正予
算（第1号）

桐生市小口資金融資促進条例の一部を改正する条例案

桐生市中小企業等振興対策資金融資促進条例の
一部を改正する条例案

令和2年度桐生市一般会計補正予算（第4号）

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

農業委員会委員の任命につき同意を求めること
について

市
　
　
　
長
　
　
　
提
　
　
　
出

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

ら

ず

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

第 2回 定例会令和 2年 議 案 と 結 果 ○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席



9

定
例
会
概
要

一
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市
議
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動
ほ
か

特
　
　
　
集

周
　
藤
　
雅
　
彦

福
　
島
　
賢
　
一

河
原
井
　
　
　
始

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

北
　
川
　
久
　
人

佐
　
藤
　
光
　
好

佐
　
藤
　
幸
　
雄

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

田
　
島
　
忠
　
一

辻
　
　
　
正
　
男

久
保
田
　
裕
　
一

近
　
藤
　
芽
　
衣

人
　
見
　
武
　
男

園
　
田
　
基
　
博

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

工
　
藤
　
英
　
人

石
　
渡
　
宏
　
明

議案番号・議案

議　員　氏　名

結　　果

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

承　　認

承　　認

承　　認

承　　認

承　　認

原案可決

原案可決

専決処分（桐生市市税条例等の一部改正）の承
認を求めるについて

専決処分（桐生市都市計画税条例の一部改正）
の承認を求めるについて
専決処分（桐生市地方活力向上地域における固定資産税の課税
の特例に関する条例の一部改正）の承認を求めるについて

専決処分（桐生市国民健康保険税条例の一部改
正）の承認を求めるについて

専決処分（令和2年度桐生市一般会計補正予算
（第1号））の承認を求めるについて

令和2年度桐生市一般会計補正予算（第2号）

令和2年度桐生市一般会計補正予算（第5号）

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

第
1
回
臨
時
会

市
長

提
出

第
2
回

臨
時
会

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

報告第1号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

報告第５号

議案第33号

議案第66号

第 1回 及び第 2回 臨時会令和 2年 議案と結果 ○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席

　
市
議
会
は
、
次
の
人
事
案
件
　
件

に
同
意
し
ま
し
た
。

井
　
田
　
秋
　
雄 

氏

今
　
泉
　
芳
　
雄 

氏

川
　
口
　
賢
　
一 

氏

坂
　
本
　
久
美
子 

氏

星
　
野
　
昭
　
彦 

氏

峯
　
岸
　
英
　
司 

氏

矢
　
内
　
鉄
　
男 

氏

山
　
形
　
　
　
隆 

氏

福
　
島
　
賢
　
一 

　

新
　
井
　
　
　
隆 
氏

津
久
井
　
善
　
友 

氏

冨
　
田
　
正
次
郎 

氏

中
　
島
　
　
　
篤 

氏

山
　
形
　
栄
　
子 

氏
（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

農 

業 

委 

員 

会 

委 

員

い

だ

あ
き

お

い
ま

い
ず
み

よ
し

お

か
わ

ぐ
ち

け
ん

い
ち

さ
か

も
と

く

こ

み

ほ
し

の

あ
き

ひ
こ

み
ね

ぎ
し

え
い

じ

や
ま

が
た

た
か
し

や

な
い

て
つ

お

と
み

た

し
ょ
う

ろ
う

じ

な
か

じ
ま

あ
つ
し

や
ま

が
た

え
い

こ

あ
ら

い

た
か
し

つ

く

い

よ
し

と
も

人
事
案
件

14

　この定例会では、請願５件の審査を行い、その結果、１件が不採択、４件
が閉会中の継続審査となりました。 請 願の審査結果

◎不採択となった請願
付託委員会 受理番号 件　　　　　名

第３号 「鳴神山登山口にトイレの設置」を求める請願経済建設委員会

◎継続審査となった請願
付託委員会 受理番号 件　　　　　名

第1号
第4号
第5号
第6号

「『核兵器禁止条約の署名・批准を求める』意見書」を政府にあげる事の採択を求める請願
若い人も高齢者も安心できる全額国庫負担の最低保障年金制度創設を政府に求める請願
年金支給の隔月支給を毎月支給に改める請願
介護保険の改善を求める請願

教育民生委員会

総 務 委 員 会

　令和 2年 6 月 2 日開催の教育民生委員協議会及び令和 2年 6 月 10 日開
催の総務委員協議会において、それぞれ陳情 1件の審査を行い、その結果、
1件が不採択、1件が閉会中の継続審議となりました。

陳 情の審査結果
◎不採択となった陳情

付託委員会 受理番号 件　　　　　名

第1号 桐生市市役所駐車場の使用条例、規則等の制定についての陳情総 務 委 員 会

◎継続審査となった陳情
付託委員会 受理番号 件　　　　　名

第2号 超高齢化社会に対応した和光方式の拠点に旧中島邸活用についての陳情教育民生委員会



10

市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

特
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　総務委員会では、令和３年４月の市内県立高校の統廃合に併せたおりひめバスの見直しに向けて市民
に寄り添った公共交通を構築していくために、桐生市として現状の変化に即した適切な対応が必要と考
え、研修会も開催し、協議を重ねてきました。当市の公共交通が継続的に維持され、市民生活を支える
重要な社会インフラとして発展していくために「公共交通に関する提言書」を令和２年６月 10日に市
長に提出いたしました。

※なお、全文はホームページに掲載しています。

　政務活動費は、地方議会の活性化や議員の調査研究その他の活動基盤の充実
等を図る観点から、これらの活動に必要な経費の一部を助成するものです。
　当市では、桐生市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費
の一部として、議会における会派または無会派議員に対し、議員一人あたり年
額 380,000 円を半期（4月、10 月）ごとに交付しています。
   収支報告書には、原則、１円以上の支出に対し領収書の添付を義務付けてお
り、年度ごとに精算しています。支出額が交付額に満たない場合には、その残
余額を返還しています。

１. 公共交通の連携強化について
２. 公共交通の需要喚起について
３. おりひめバスについて
４. 地域内交通について
５. 低速電動バス eCOM-8（通称：MAYU）について
６. 新型コロナウイルス感染症への対応について

「公共交通に関する提言書」を提出

提 

言 

事 

項

※この表は、25期議員（任期：令和元年5月2日から令和5年5月1日）に交付された、令和元年6月分から令和2年3月分までの10か月分を集計しています。
※支出総額が交付額を上回る場合には、その差額は会派及び無会派議員の負担となります。

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広　報　費

広　聴　費

人　件　費

その他の経費

合　　　　計

24,880
367,430
1,274,916
456,783
360,014

0
0
0

2,484,023

3,000
0

590,772
430,569
551,737
64,082

0
0

1,640,160

8,340
0

116,757
256,848
502,060
91,700

0
0

975,705

0
0

37,422
191,770

0
0
0

229,192

146,210
0

161,910
101,079
15,200

0
0
0

424,399

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

340,340
93,622

0
0
0
0

433,962

182,430
367,430
2,522,117
1,530,671
1,429,011
155,782

0
0

6,187,441

創　志　会会派及び
無会派議員名 そうぞう未来 クラブ21 公明クラブ 日本共産党議員団 飯島英規 歌代公司 合　　計

支出額

単位：円

6月～9月分

10月～3月分

合　　　　計

886,666
1,330,000
2,216,666

760,000
1,140,000
1,900,000

380,000
570,000
950,000

253,333
380,000
633,333

253,333
380,000
633,333

126,666
190,000
316,666

126,666
190,000
316,666

2,786,664
4,180,000
6,966,664

創　志　会会派及び
無会派議員名 そうぞう未来 クラブ21 公明クラブ 日本共産党議員団 飯島英規 歌代公司 合　　計

7人会派及び
無会派議員数 6人 3人 2人 2人 1人 1人 22人

交付額

単位：円

令和元年度

政務活動費
収支報告書
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協議会員全
　市議会は、７月１日に全員協議会を
開催し、下記の件について当局から説
明を受けました。　令和２年第１回臨時会が、５月15日に招

集され、１日の会期で開催されました。
　この臨時会では報告５件、議案１件の審
議を行い、それぞれ承認または可決されま
した。

　令和 2 年第 2 回定例会の議会報
告会・意見交換会につきましては、
新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のため、開催中止とさせていただ
きます。
　ご参加、ご来場のご検討いただき
ました皆様、ご了承の程よろしくお
願いいたします。

〇桐生市役所本庁舎の整備について

令和 2年 1月 30日～ 31日期　　日

●「広域水質管理センター（神奈川県内広域水道企業団）」に
　ついて《神奈川県海老名市》
●男川浄水場における水質管理等について《愛知県岡崎市》

視察項目
行
っ
て
き
ま
し
た

行
政

察
視

　
桐
生
市
議
会
で
は
、
他
の
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
先
進
事
例
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、
今
後

の
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
行
政
視
察
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
市
長
に
提
言
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
3
委
員

会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
桐
生
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
視
察
報
告
書
を
公
開
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水質調査特別委員会

令和元年 11月 12日～ 13日期　　日

●議会改革の取り組みについて《静岡県掛川市》
●議会改革の取り組みについて《愛知県岩倉市》

視察項目

議会改革調査特別委員会
令和 2年 1月 16日～ 17日期　　日

●公共施設マネジメント推進事業について《静岡県焼津市》
●公共施設マネジメントの取り組みについて《三重県桑名市》

視察項目

公共施設のあり方等調査特別委員会

第1回臨時会を
5月15日に開催しました

　令和２年第２回臨時会が、７月10日に招
集され、１日の会期で開催されました。
　この臨時会では、議案１件の審議を行い、
可決されました。

第2回臨時会を
7月10日に開催しました

議員の暑中見舞状・寄附などは
法律で禁止されています。

　公職選挙法により、議員は次のことを禁止されています。市民の
皆さんのご理解をお願いします。
◎暑中見舞状などのあいさつ状を出すこと。
◎寄附をすること。
◎本人が出席しない慶弔に祝儀や香典を出すこと。
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Press conference

議長記者会見

桐生市議会 検索 http://www.city.kiryu.lg.jp/shigikai/

　市民の皆様には平素より桐生市議会の活動にご理解
ご協力を賜り感謝申し上げます。
　本市議会においては、新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、第２回定例会等において様々な対策を講
じました。一般質問については、すべての議員のご理
解、ご協力によりまして、少しでも密になる時間を短
縮させるため、会派内での人数調整や発言時間短縮の
ご協力をいただき、通常より少ない５人の議員で行い
ました。また、各常任委員会から出た意見を取りまと
め、「新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書」
を市長へ提出いたしました。今後とも、状況をみなが
らしっかりと取り組んでまいります。
　さて、早稲田大学マニフェスト研究所が行っている
「議会改革度調査２０１９」のランキングが発表され、
機能強化部門で全国第１位、総合で全国第４位という
大変高い評価をいただきました。
　今後も議員22名と事務局一丸となって桐生市の持
続的発展のため、専心努力を傾注して参る所存です。
今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

　5月27日に開催された「第96回全国市議会議長会定期総会」に
おいて、佐藤幸雄議員が、議員として15年以上その職にある者と
して一般表彰を受賞され、関口直久議員が、議員として25年以上
その職にある者して特別表彰を受賞されました。また、併せて関
口直久議員が、永年在職議員顕彰されました。
　なお、北川久人議長には全国市議会議長会評議員、全国市議会
議長会建設運輸委員会委員として顕著な功績が認められ、全国市
議会議長会会長から感謝状の贈呈がありました。

　6月18日に北川議長による記者会見を開催しました。
会見では、「議会改革度調査2019」及び「公共交通に
関する提言書」について発表しました。

ごあいさつ

表彰
されました

岡 部  純 朗 副議長

LINE フェイスブック ツイッター
■発行／桐生市議会　〒376-8501　群馬県桐生市織姫町１-１　（0277）46-1111
■編集／桐生市議会事務局　　■印刷／太陽印刷工業株式会社

北 川  久 人 議長

右
か
ら
北
川
議
長
、
関
口
議
員
、

佐
藤
議
員


